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はじめに（12Pt、MSゴシック、太字）
原稿は、Ａ4版サイズの用紙1枚以上（図、表、写真等込み）で、基本的にはこのフォーマットに従って作成して下さい。
　マージンは上下25mm、左右20mm、段間（左右の段落の間）10mmで固定として下さい。列数は40（全角20）文字、行数は46行を推奨しますが、調整の必要があれば適宜行って下さい。
　タイトルには、14ポイント、MSゴシック、太字のフォントを用いて下さい。サブタイトルがある場合には、12ポイント、MSゴシック、太字のフォントを用いてハイフンでくくって下さい。和文著者名には11ポイント、MSゴシック、太字のフォントを用いて、代表著者名の前に○印をつけて下さい。英文タイトル（サブタイトル）および氏名には、11ポイント、Times New Roman、太字のフォントを用いて下さい。以上の項目は、いずれもセンタリング処理して下さい。
　本文は二段組みとし、11ポイント、MS明朝のフォントを用いてください。
2. 方法
　原稿は、以下の送付先にメール添付で提出して下さい。PDFファイルでの提出を推奨します。他のファイル形式を希望する場合はお問い合わせ下さい。締め切りは、2016年8月25日（木）です。
＜原稿送付先＞

(株)原子力安全システム研究所社会システム研究所　ヒューマンファクター研究センター

松井 裕子（matsui@inss.co.jp）

作田 博（sakuda.hiroshi@inss.co.jp）
3．結果
　図、表、写真は、縦・横のマージン内に入るようにし、印刷時にモノクロのオフセット印刷になることを考慮して下さい。和文タイトルはMSゴシック、英文タイトルはTimes New Romanとし、9Ptのフォントを用いて下さい。
4.　考察
　提出された原稿は、予稿集として冊子にまとめ、当日配布する予定です。

5.　まとめ
　発表はポスター発表とします。ポスター貼付スペースは、横83cm×縦161cmです。それ以上のスペースが必要な場合、デモや展示等を予定する場合は、事前に左記の連絡先までお知らせ下さい。
参考文献（以下は例です）
1) 中西美和, 赤坂俊哉, 岡田有策: Augmented Realityによる作業マニュアルの「適切な複雑さ」に関するモデリング, ヒューマンファクターズ, 12(1), 62-70, 2007
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図1. 実測値と予測値


Figure 1. Measured and predicted values











表1.初期値と推定結果


Table 1. Initial and estimated values
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